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凸型炉心に軸芯燃料を利用した場合の燃料溶融時反応度を解析し、軸芯燃料の燃料溶融時の投入反応度

を軽減する効果を明らかにした。 
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1. 緒言 

凸型炉心に関する炉心・安全特性を検討するため、MOX燃料に軸芯燃料に適用した場合の凸型炉心の燃料

溶融時反応度を解析し、燃料溶融後の未臨界性を検討した。 

2. 解析手法、結果 

2-1. 解析手法 

解析は、体系を忠実に模擬できるモ

ンテカルロコード MVPを用いて実施し

た。図１に軸芯燃料を用いた凸型炉心

の健全炉心と溶融炉心のモデルを示

す。 

2-2. 結果 

表１に解析結果を示す。軸心吸収体

を凸型炉心の外側炉心に配置し、内側

炉心には通常の MOX燃料を配置した場

合、燃料溶融時の反応度が大幅に負に

なることがわかった。負の大きさとし

ては、９０％濃縮 B-10 を用いた炭化ボ

ロン、イリジウム、ハフニウム、酸化ガドリニウムの順に大きく

なることが分かった。 

3. 結論 

凸型炉心への軸芯燃料利用は、燃料溶融時の投入反応度

を軽減するには有効であることが分かった。 
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図１ 軸芯燃料を用いた健全炉心と溶融炉心のモデル 

表１ 解析結果 
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